
28

令和４年度の主要事業について

◆全国的に人口減少が進む中、本町において
も少子高齢化による本格的な人口減少が進ん
でいます。こうした中においても、持続可能なま
ちづくりを進めるため、基本的な指針である「第
５次総合計画後期基本計画」と、人口減少を克
服する計画「第２期総合戦略」に基づき、その着
実な実行を図っていきます。
町では、先ほどご紹介したSDGｓを推進すると
ともに、令和４年度においても、よりきめ細やか
な行政サービスを提供するため、限りある財源
を効果的に配分して各事業を実施しています。
次は、令和４年度予算に計上した主な事業に
ついてご紹介いたします。



第５次総合計画で掲げている将来像

◆町民の皆様のご意見を取り入れながら作成
した、前期基本計画の取り組みを継承しつつ、
これまでの各施策の進捗状況を踏まえ、更なる
効果的な推進と、社会情勢の変化による新たな
課題への対応を主眼において、後期基本計画
を策定いたしました。
※詳しい内容は、町HPに掲載。

●計画期間：
令和３年度～令和６年度までの４年間

◆第５次総合計画（後期基本計画）
29



①：人口減少の抑制を図る！

②：住み続けたいと思えるまちを目指す！

◆平成２７年度策定の「第１期総合戦略」以降６年
間、人口減少の歯止めと、まち・ひと・しごとの好
循環の確立を目指して各施策に取り組んできまし
た。第１期計画が終了したことに伴い、これまで進
められてきた施策の検証を行い、国、県の総合戦
略を勘案して策定いたしました。
※詳しい内容は、町HPに掲載。

●計画期間：
令和３年度～令和６年度までの４年間

◆まち・ひと・しごと創生第２期総合戦略
30

第２期総合戦略における基本的な視点
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◆切れ目のない子育て支援サービスの充実

●高校生世代通学定期券購入
助成

●病児病後児保育

政策 ５つの柱 元気なごうどを創ります！

●新生児お祝い給付金事業



◆切れ目のない子育て支援サービスの充実

32

◆病児・病後児保育事業 予算額：462万円

◆子どもが病気の際に自宅で保育が困難な家庭に対して、病院
等において病気の児童を一時的に保育します。３人以上の児童
を扶養する多子世帯、生活保護世帯、市町村民税非課税世帯は
無料です。

◆子育て世代包括支援ｾﾝﾀｰ事業 予算額：230万円

◆産前産後サポート事業・・・
保健師や助産師、母子推進員による相談支援（妊婦訪問）、両
親学級（もうすぐパパママ教室）を開催。

◆産後ケア事業・・・
退院直後の母子に対して、心身のケアや育児のサポートを行
います。

◆産婦健康診査助成事業・・・
産後２週間及び１か月健診に要した費用について、それぞれ上
限5,000円を補助しています。

◆子育てアドバイザーの設置・・・
臨床心理士による子育て相談員を設置して、子育てに対する
不安や悩みを抱える保護者の皆さんを支援しています。

▼高田医院内に設置された
「病児・病後児保育室オーロラ」

▼両親学級（もうすぐﾊﾟﾊﾟﾏﾏ教室）

政策 ５つの柱 元気なごうどを創ります！

▼子育てアドバイザーによる相談事業
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◆幼児園給食費補助事業 予算額：2,910万円

◆神戸町立幼児園を利用する３歳から５歳児の給食費を無償化し
ています。

◆福祉医療費助成事業 予算額：2億円

◆子どもに対する医療費助成は、小学校１年生から高校生世代ま
でを町単独で助成しています。

◆新生児お祝い事業 予算額：1,134万円

◆新生児１人につき、７万円のお祝い金を支給するほか、育児用品
等購入助成券（はいはいベビー券）３万円を交付します。

◆子育て支援センター運営事業 予算額986万円

◆親子が交流しながら仲間づくりができる場を提供するとともに、
地域の子育てサークルやボランティアの力を活かして内容の充
実を図っています。

▲子育て支援センター

◆切れ目のない子育て支援サービスの充実

▲はいはいベビー券

政策 ５つの柱 元気なごうどを創ります！



◆学校教育環境の整備と充実

34

◆学校ＩＣＴ教育環境整備事業 予算額：5,158万円

◆ＩＣＴ教育環境の中で、児童生徒に１人１台配置した端末を
有効に活用した学習活動を展開しています。各教室の電子
黒板システムと児童生徒の手元にある端末の情報共有や
データ転送機能を活用して、主体的、対話的で協働的な学
習を進めています。

◆町費支援員等による教育支援事業

・適応支援専門員等設置事業 予算額：3,350万円

◆学校支援員・特別支援ｱｼｽﾀﾝﾄの設置・・・指導方法の多様化により、教員一人当たりの負担が大
きくなっている中で、柔軟な業務ができる支援員を派遣し、児童生徒の学習指導や生活支援を行い
ます。

◆適応支援専門員の設置・・・不登校、問題行動等の課題を抱える児童生徒が学校で適応できるよ
うに支援をする専門員を配置します。

▲タブレット端末を活用した授業

政策 ５つの柱 元気なごうどを創ります！

◆ＩＣＴ支援員の設置・・・
授業で活用できるアプリケーションの提案や情報モラル、
教職員の補助業務、授業支援、端末やネットワーク環境の
保守業務を行うＩＣＴ支援員を設置し、授業や家庭学習にお
いて、より効果的なＩＣＴ機器の活用と安定したネットワーク環
境の整備を進めています。



◆公共交通の維持と充実
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◆公共交通機関対策事業

予算額：1億2,882万円

◆沿線住民にとって重要な生活路線である養老鉄道養
老線と、名阪近鉄バス大垣大野線に対して、近隣市町と
協調し、継続運営のための財政支援を行っています。

◆自主防災組織防災資機材整備等事業

予算額：250万円

◆各地区に配備している防災資機材の適正な維持管
理、補充等のため、購入・修繕費用等の補助を実施し
ています。

補助率：補助対象経費の１/２

◆暮らしを守る地域防災の強靭化

政策 ５つの柱 元気なごうどを創ります！

政策 ５つの柱 安心なごうどを創ります！
▲神戸町を縦断する養老鉄道

▲防災資機材の整備



◆消防団員処遇改善事業 予算額：1,580万円

消防団員の報酬等を見直しました。

暮らしを守る地域防災の強靭化 36

消防団員の確保が年々難しくなる中、消防団をより参加しやすいものとするとともに、
社会全体の理解を得ていく必要があります。その処遇改善の一つとして消防庁から示さ
れた「報酬等の基準」に従い、年額報酬及び出動報酬の見直しを行いました。

（１）消防団員の種類と定員の見直し

「基本団員」１００人と、特定の活動に従事する「機能別団員」２０人に区分。

（２）年額報酬の見直し

団員については、２５，０００円から３６，５００円に増額。

（３）出動報酬の見直し

団員が災害や警戒、訓練等の職務に従事する
場合には、１日８，０００円の範囲内で規則に定め
る額として報酬を支払う。

（４）訓練の見直し

訓練の効率化、訓練内容の見直しを図り、年間
約１００回実施していた訓練を約６０回に削減。



37

◆公共下水道 管渠整備事業 予算額：7億7,802万円

◆令和４年度の事業区域としては、新西保・
西保・更屋敷・柳瀬・斉田区域を中心に工事
を予定しています。

◆計画的な社会基盤整備

西保

更屋敷

政策 ５つの柱 安心なごうどを創ります！

新西保

斉田

柳瀬



◆高齢化社会に適応した福祉の充実
38

◆認知症対策事業 予算額：610万円

◆認知症になっても安心して暮らし続けることのできる地域づく
りを推進するため、認知症に対する正しい知識の普及と予防に
取り組みます。
・認知症予防・早期対応事業
・認知症サポーター養成・ボランティア組織の育成

◆ひきこもり等居場所づくり支援事業

予算額：120万円

◆ＮＰＯ法人グラシアスに委託し、現在運営している就労継続
支援Ｂ型事業所の一部スペースを利用し、社会復帰したい方
等を対象として社会参加のための居場所・作業を通じての就
労体験などを支援します。

◆ばらタクサービス事業 予算額：2,500万円

◆外出が困難な在宅高齢者等に対し、通院・買い物などの外
出支援のため、タクシーを利用した送迎サービスを実施してい
ます。

政策 ５つの柱 あなたの心に寄り添うごうどを創ります！



◆観光資源を活用した魅力の発信
39

◆観光交流館ひよしの里運営事業 予算額：341万円

◆養老鉄道広神戸駅前にある「ごうど観光交流館ひよしの里」に
おいて、サロン及び歴史・文化財を紹介するギャラリー、企画展
が実施できるスペースの貸出など、「賑わいのあるまちづくり協
議会」と協働で運営しています。

◆観光ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞによるｶﾞｲﾄﾞ活動の支援 予算額：10万円

◆歴史と伝統を色濃く残す神戸町をご案内しています。定期的に、史跡を
巡るウォーキングイベントを開催するなど、様々な催しを企画し、交流人口
の増加を図っています。

◆ばらウィーク事業 予算額：203万円

◆５月から６月にかけ、ばら公園いこいの
広場の来場者にゆっくりとくつろいでいただ
けるように、喫茶サービスを提供できる仮
設店舗を設置したほか、５月１５日（日）に
は、イベントを開催し町内外にPRを行いま
した。ばら苗の販売、フォトスポットの設
置、キッチンカー出店などの催しを行い、町
内外から多くの来場者で賑わいました。 ▲春のばらウィークイベント ▲観光ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞによ

るガイド活動

政策 ５つの柱 魅力が輝くごうどを創ります！



◆地域経済の活性化
40

◆雇用拡大事業奨励金 予算額：100万円

◆町民を正規従業員として雇用、町外在住者の神戸町への
定住を促進するため、新規雇用を行った事業者に対して奨
励金を交付します。
・新規学卒者：20万円、転職者：10万円

◆創業支援事業補助金 予算額：100万円

◆新たな需要と雇用の創出を促進し、町の産業振興及び
活性化を図ることを目的に、町内で新たに創業される方に
対して補助金を交付します。上限５０万円。（補助対象経費
の１/２補助）

◆特産品開発支援事業費補助金 予算額：100万円

◆神戸町の特色を活かした特産品の開発を進める事業者等
に対して、その開発や商品化に要する費用の一部を補助す
ることにより、町ならではの特産品の開発を促進し、地域産
業の活性化を図ります。
上限５０万円。（補助対象経費の１/２補助）

➾令和３年度特産品開発支援事業補助金を活用して販売された商品。
（左）低糖キッチン源喜バラ味のパウンドケーキ・（右）樋口製本所の和装帳

政策 ５つの柱 魅力が輝くごうどを創ります！
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町では、住民団体と協働して実施するまちづくり事業を「神チャレンジプロジェ
クト」と称し、取り組んでいます。”神戸町に住んで良かった”と思えるまちを目
指して、神戸町が抱える課題の解決に向け「郷土愛を育む」「花のある暮らしづく
り」の２つのテーマを設定し、事業を展開しています。

▲ガイドの会では「神戸かるた」を作成。町にまつ
わるイラストが描かれた絵札と詳細な解説を日本
語と英語で記載した読み札のセットです。神戸の
歴史と文化が楽しく学べます。かるたを利用し、現
地においてガイドも行っています。

まちづくりへの住民参画事業の紹介

◆テーマ「郷土愛を育む」・・・「神戸町観光ボランティアガイドの会」

神チャレンジプロジェクト
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◆テーマ「花のあるくらしづくり」

・・・「ごうど町賑わいのあるまちづくり協議会」

神戸力
検 定

「ばらづくり教室」 「ローズストリート事業」 「広神戸駅ﾎｰﾑｶﾞｰﾃﾞﾝ事業」

花を飾ったり、育てることを通じて町の活性化を図ろうと、
広神戸駅前の「観光交流館ひよしの里」を運営している「ご
うど町賑わいのあるまちづくり協議会」の皆さんが、上記の
事業に取り組んでいます。
また、このほかに、「町民の郷土愛を育もう」
と「神戸力検定委員会」を立ち上げ、毎月の広
報に掲載する問題を作成しています。

まちづくりへの住民参画事業の紹介

神チャレンジプロジェクト



◆移住・定住の促進
43

◆定住促進奨励金事業 予算額：1,500万円

◆町内に新たに新築住宅、または中古住宅を取得された方に
対して奨励金を給付し、定住の促進を図ります。
新築：3,000円/1㎡（上限45万円）
中古：1,000円/1㎡（上限15万円）

◆高校生世代通学定期券購入助成事業
予算額：550万円

◆高校生世代が通学に使用する公共
交通機関の通学定期券の購入費用を
助成することにより、移住定住、公共交
通機関の利用促進、子育て世代の経
済的負担の軽減を図ります。

◆空家バンク運営事業 予算額：43万円

◆空家バンクにおいて、空家の所有者（売却あるいは賃貸の希
望）から家屋情報の提供を求め、一元的に情報を管理し、空家
の活用に向けて不動産業者への情報提供、取得希望者への
あっせんを図ります。

政策 ５つの柱 魅力が輝くごうどを創ります！

▲移住定住促進ポスター

▲空家バンクトップページ

▲令和４年度からJRなどすべての
公共交通機関に助成範囲を拡大。



◆行政のデジタル化の推進

44

◆コンビニ交付サービス事業 予算額：2,400万円

◆マイナンバーカードを利用し、コンビニエンスストアで、住民
票等各種証明書発行を可能とすることにより、役場以外で証
明書が交付できるサービスを提供します。

◆公共施設予約システム事業予算額：132万円

◆時間や場所の制約を受けずにインターネットを活用し
て、公共施設の空き状況の確認や予約申込みができるシ
ステムを導入して利用者の利便性の向上を図ります。

◆ごうど情報アプリ導入事業 予算額：185万円

◆町民に伝えたい情報をスムーズに提供する媒体として
神戸町オリジナルのスマートフォン用アプリを作成し、効率
的に情報を得られるように配信サービスを行っています。

▲コンビニのコピー機で利用できます。

政策 ５つの柱 町民に信頼されるごうどを創ります！

▲町HPの公共施設予約ページ。


